
自衛官未経験者から即応予備自衛官への道
予備自衛官等の存在は、我が国の防衛において大きな抑止力となります。
自衛官未経験者も１年で「予備自衛官」に、最短３年で「即応予備自衛官」になることができます。
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制度の
概 要

〇予備自衛官補とは
自衛官未経験者を予備自衛官

補（一般・技能）として採用し、
所定の教育訓練を経た後「予備
自衛官」として任用

〇予備自衛官とは
防衛招集命令、災害招集命令

を受けて「自衛官」となり、部
隊が出動した後の駐屯地警備、
災害救助活動等の任務にあたる。

〇即応予備自衛官とは
防衛招集命令、災害招集命令

を受けて「自衛官」となり、指
定された部隊において、常備自
衛官と同様の任務にあたる。

任 用
（採用）の
流 れ

〇予備自衛官補になるには
採用試験（筆記、口述等）を

受験
◆ 採用資格
一般：１８歳以上５２歳未満
技能：１８歳以上で、保有す

る技能に応じ５５歳未満

〇予備自補から予備自へ
教育訓練に参加し、必要な知

識・技能を習得
◆ 教育訓練期間
一般（５０日／３年以内）
技能（１０日／２年以内）

〇予備自から即自へ
所定の教育訓練により基本特

技を習得
◆ 特技取得のための教育訓練
約４０日／３年以内
（最大２０日間／年）

処 遇

〇教育訓練招集手当
８，８００円／日

〇予備自衛官手当
４，０００円／月

〇通常の訓練招集手当
８，１００円／日

★ 特技取得の訓練招集手当
８，３００円／日

〇即応予備自衛官手当
１６，０００円／月

〇訓練招集手当
１４，２００円～
１０，４００円／日

〇勤続報奨金
１２０，０００円／３年

雇用企業
への給付金

○育成協力確保給付金
自衛官未経験者である予備自

衛官が即応予備自衛官に任用さ
れるため訓練期間中に勤務先を
離れることが増えることから雇
用企業への給付金
５６０，０００円／人

〇雇用企業給付金
即応予備自衛官が安心して訓

練及び災害招集等に出頭できる
環境を整えていただくための雇
用企業への給付金
月額４２，５００円／人

【自衛官未経験者が即応予備自衛官になる最短の事例（令和６年度志願の予備自衛官補（一般）の場合）】

“３年間の各種手当の合計”
予備自衛官補教育訓練手当：３９６，０００円※

予備自衛官手当 ： ９６，０００円
予備自衛官訓練招集手当 ：３３２，０００円

計 ：８２４，０００円
※北部方面隊では予備自衛官補訓練のうちAタイプ（５日間）
はｅラーニングにより実施されるため手当ては支給されません
ので４５日分の支給となります。（８，８００円×４５日分）

志願・試験 教育訓練 特技取得訓練

６年４月
予備自補
採用試験

６年７月
予備自補
採 用

６年８月～７年２月(７か月)
予備自補教育招集訓練(５０日)

７年２月
予備自
任 用

７年４月～９年３月(２４ヶ月)
予備自特技取得訓練

(約４０日)

９年３月
即応
予備自
採 用


